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概略

モノテルペン属の芳香成分の一つである，αピネンを用いた，自動車ドライ
バの予防安全行動（事故回避行動）の改善効果について，車両メーカとの共同
研究を例に紹介する。また，芳香成分の工学分野での応用手法について，香川
大学工学部での研究テーマを例に概説する。

長時間の運転継続により，運転に対する注意力が低下したドライバに，モノ
テルペン属の香り成分の一つであるαピネンを，ある特定のシーケンスと濃度
により噴霧すると，ドライバの危険認知のための視覚探索行動が改善し，先行
車両との衝突に至るような危険な運転状態の発生頻度が低下することを確認し
た。また，その効果は，芳香成分本来の薬理効果のほか，被験者の香りに対す
る嗜好性も大きく影響していることを示した。

また，オフィス環境を想定した，単純精神作業下において，作業効率が低下
した状態において作業者に芳香成分を噴霧すると，作業者の作業に対する集中
の程度が向上し，作業成績が改善されることを確認した。

工学分野での芳香成分の応用例として，上記のような，自動車分野での商品
開発，オフィス環境での香り供給システムの商品開発を概説しながら，自律神
経系の活動（心電のゆらぎ）や脳内の血流（前頭前野の酸素化ヘモグロビン濃
度）に着目した，芳香成分の生体への影響の程度を定量的に分析する手法につ
いても紹介する。
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